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研究成果の概要（和文）：心筋の分化の過程、すなわち未分化性の心臓前駆細胞がいかにして心房と心室を構成
する固有心筋と拍動を制御する洞房結節を構成する特殊心筋へと分化するのか、その分子機構を理解することは
再生医療技術の発展において重要な鍵となる。本研究では、これまでに新規に同定した、将来流出路、左心室、
心房、静脈洞を構成するための心臓前駆細胞に着目して、未分化性を維持する、もしくは二つの性質の異なる心
筋へと分化するために必要な転写因子やシグナル分子を明らかにすることで、心筋分化の分子機構を解明するこ
とを目的として、特に心筋への分化の制御におけるBMPシグナルの役割を中心に検討し、新たな心筋分化制御機
構が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Understanding of the molecular mechanism of cadiomyocytes differentiation, 
how the heart progenitor cells differentiate into the working myocardium consisting atria and 
ventircles, and also into special myocardium constituting sinus venous, including the sinoatrial 
node controlling heartbeat, has an important key role in the development of the regenerative 
medicine technology. In this study, we have examined how this progenitor cells are regulated to 
differentiate into two working and special myocardium, mainly on the role of the BMP signal, in 
order to elucidate molecular mechanism of the myocardium differentiation by focusing our newly 
identified heart progenitor cell population to contribute to the left ventricle, the atria, and the 
sinus venous, and clarified a new mechanism for myocardium differentiation.

研究分野： 発生生物学

キーワード： 心筋

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
循環器領域は、iPS細胞より誘導分化させた固有心筋の細胞シートを心不全患者に直接移植する治療法が治験に
入るなど、再生医療が実用段階に入っている。しかしながら、心筋前駆細胞が如何にして固有並びに特殊心筋へ
と分化するのか､その分子メカニズムは分かっていない。本研究によって、Bmpの心筋制御の新たな分子機構を明
らかにできたことは、大きな学術的意義を持つと考えられる。この知見を基に、iPSやES細胞から固有心筋や特
殊心筋を効率的に分化誘導する方法へと結び着くことが期待され、大きな社会的意義を持つと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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